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報告書

座談会内容

　『ノースライトギャラリー展示計画』

　

日時、平成二十九年三月二十六日

　　　　　　　　　午後二時〜四時

場所、カフェ＆ギャラリー　ダンテ

　　　　　　一宮市奥町大切前７１-１

第五回

使われなくなった

のこぎり屋根工場

今後を語る座談会
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第五回のこ座　『ノースライトギャラリー展示計画』

　日時　　平成 29 年 3 月 26 日　14:00 〜 16:00

　場所　　カフェ &ギャラリー　ダンテ

　参加費　500 円（ダンテのドリング代）

　１、イングランドの工場（吉田敬子さんより）

　２、現地レポート（園原くんよりスライド）

　３、展示計画

　イングランド北部ヨークシャーにあるノースライトギャラリーは、かつては大きな繊維工場でした。

この地方も繊維業の衰退で多くの工場が存続に危機に陥りました。ノースライトギャラリーオーナー

のマークさんは、先祖が築いてきた歴史や文化を書物の中の物語だけでは終わらせたくないという想

いで、工場を大切に保存し、2000 年に立派な美術館としてオープンしました。

　2005 年に写真家の吉田敬子さんがこの美術館を訪れています。そのとき交わした「いつかこのギャ

ラリーで日本の鋸屋根工場の写真展を開催して下さい」という言葉。12 年経った今、この約束を果

たすために動き始めます。
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　今回は吉田さんにも参加して頂き、イギリスの工場の歴史や構造、ノースライトギャラリーオーナー

のマークさんの熱い想い、ノースライトギャラリーをオープンするまでの経緯を伺いました。

（添付資料 p.13 〜 16「鋸屋根に魅せられて」参照）

　1541 年創業のマークさんのご先祖の工場は、広大な規模で、長い間その町を支えてきました。そ

んな背景のある工場を、周囲の工場のように解体してもっとお金になる事業を始めるというようなこ

とは、マークさんにはとてもできなかったそうです。この町で生きてきた人達の痕跡、歴史をしっか

りと守っていく、そんな役目をマークさんは背負っているのだと思います。吉田さんののこぎり屋根

に対する飽くなき想いと、マークさんの先祖から受け継がれてきた想いが出会った瞬間というのは凄

い衝撃だったのだろうと想像できます。

　次に、名古屋工業大学大学院を卒業したばかりの園原くんに現地のレポートをしてもらいました。

彼は第二回のこ座の吉田さんによる「ノコヤネコウバショー」を見て、のこぎり屋根の存在を再確認

したそうで、三月中旬に卒業旅行でヨーロッパを周遊した際に、ノースライトギャラリーや、現存す

る世界最古の鋸屋根工場マッソン・ミルを訪れました。園原くんが渡欧する前に、吉田さんも交えて

マークさんに伝えてほしいことを彼に託しました。運良くマークさんに会えたそうで、吉田さんの手

紙を渡してもらい、一宮での動きを伝えてもらい、マークさんに工場を案内してもらったそうです。

次項より（p.4 〜 10）、園原くんのレポートです。
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　2017.3.9 〜 11 の 3 日間、マンテェスターに滞在し、ウエストヨークシャー州にあるノースライト

ギャラリーと、ランカシャー州にあるオズワルトウィスル・ミルズを訪れました。

　ノースライトギャラリーは、マンチェスターから電車で 1 時間のベリー・ブロー駅から歩いて 10

分ほどの場所にあります。駅を降りると、目の前にレンガ造りの住宅と山の景色が広がるのどかな街

です。少し歩くとすぐにノースライトギャラリーの標識があり、街のシンボルになっているのがよく

分かります。

　

　ノースライトギャラリーは、エントランスを含めて 7 つの部屋で構成されていました。ギャラリー

用の部屋が 2 つ（1 部屋はミルの歴史展示に使用）、イベントやパーティー用の部屋が 2 つ、アート

スクールやダンススクール用の部屋が 1 つ、カフェが 1 つです。お昼にギャラリーに着いたのです

が、カフェスペースは子ども連れのママさんで賑わっていて、夕方にはダンススクールに来る子ども

達で賑わっていました。部屋は白い無地の壁で統一されていて、利用者が使いやすい空間にしていま

した。内部は大規模な模様替えがされているようでしたが、行政からの援助が少しあるそうです。そ

の分行政の意向も入り、自由度が多少減るともおっしゃっていました。また驚いたことに、カフェと

William Gallery の 2 部屋の天窓だけが北向きで本当のノースライトでした。
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　マークさんに会うことができたので、その時に印象に残ったお話をします。

　まず駆け足でしたが、マークさんがミルを案内してくれました。マークさんの運営するミルはノー

スライトギャラリーの他にオフィス、フィルムスタジオ、住居、ショップ、障害者施設などがあります。

　

　ハード面の話で印象に残っているのは、屋根と屋根の間の雨漏りを防ぐために様々な方法を試して

いるということ、建物を修復する際には、できる限り自然な材料や当時使われていた材料を使い、建

物が息をできるようにしてあげているということです。ミルを大切にし、ミルと一緒に生きている、

マークさんの人柄が伝わってきました。

　ソフトの面では、複数のコンテンツを持たせることが重要であり、経済がどう動くかわからない中、

複数の選択肢を持つことで柔軟に対応することが大切だとおっしゃっていました。マークさんのミル

では、レジデンス、オフィス、スクール、レジャー１つの場所にまとめて新しいコミュニティの場を

作ろうとしていました。
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　展示のこともマークさんと少しお話をしました。

　吉田さんがギャラリーを訪れたことについて、「もちろん、覚えているよ。」とおっしゃっていました。

展示については、「何について展示したいの？」と聞かれましたが、まだ決まっていないことを伝え、

吉田さんから預かった日本ののこぎり屋根工場の写真を渡しました。木造は珍しいみたいで、マーク

さんは喜んで写真を眺めていました。

　

　その後、のこ座の様子や先日なかなか遺産の時に巡った工場の写真を見せ、簡単に活動を紹介しま

した。マークさんに興味を持ってもらい、たくさん質問を頂いたのですが、あまり答えられませんで

した。言葉ではなく、知らないことが多すぎました。反省です。これから一緒に勉強させてください。

僕が話をしたことで展示をやることが決まった訳ではありませんが、平松さんにバトンは繋ぐことが

できたと思います。

園原 諒 
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　最後に、今後の計画を話し合いました。マークさんの了承を得るためにも、決めなければならない

事はたくさんあります。いつ、どんな、何のために展示をするのか。資金調達手段。展示後の展開等

です。参加者の皆さんの意見をまとめました。

吉田さん

　ギャラリーに写真を展示するだけでなく、その先のことを見据える必要がある。イギリスのギャラ

リーとどのような関係を築いていきたいのか。一宮としてどのような取り組みをしていくべきなのか。

そのためにはまずのこぎり屋根工場の存在意義をしっかりと確認しなければならない。

教科書には載っていない、生活と濃密に交わっていた日本の産業の歴史を、今に伝えることができる

本物の素材であるのこぎり屋根工場の存在は、決して失ってはいけない。本当に大切な情報というの

は、そこに携わっていた人々の生の声であり、それこそ後世に伝えなければならないもの。そうゆう

根底にある想いを、マークさんとじっくりと話し合うべき。

青木さん

　マークさんは先祖代々の想いを背負っている。マークさん個人だけの意思ではない、受け継がれて

きた強いものを感じる。それは一宮でも同じことが言える。おじいさんの世代から今の若い世代へ乗

り移っていくような、血液の中を流れているような、綿々と受け継がれていく意識を絶やさないよう

にすることが大切。そしてそれをどのように伝えるかが重要。ノースライトギャラリーとつながるこ

とはその意識を国境を越えて共有し、さらなる広がりや強さをつくることに意義があると思う。

池俣さん

　2019 年の愛知トリエンナーレを一宮市で行うべく、「のこぎり屋根芸術計画」を一週間前に立ち上

げた。のこぎり屋根は美しく、一宮市の大きな可能性が詰まっている。一宮市で芸術、文化を語る上

で欠かせない存在である。

野田さん

　一宮市の中だけでなく、他の土地と共通のもので繋がりができることはとても大切なこと。

朱宮さん

　マークさんには工場を通して町に対する強く大きな想いがある。平松毛織、そして一宮にも、のこ

ぎり屋根、まちづくりに想いはあると思う。今回の計画は、それらの全く別の土地で生まれた想いが、

ある共通項を通して共鳴するという可能性におもしろさを感じる。同時にそれはとても大切なことだ

と思う。
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　加美さん

　行政の協力を仰ぐのではなく、まずは自力で結果を残すべきではないか。関わっていない事が恥ず

かしいと行政が自ら思うような、しっかりとした核心のあることをすればいい。そうすればきっとい

い結果につながる。そしてイギリスにいくにあたって、まずはこちらの勉強や研究が欠かせない。の

こぎり屋根や一宮の歴史、現状、将来の展望。また、どのような展示をするべきなのか。成功した展

示の例を研究し参考にするのはどうだろうか。

石丸さん

　まずは認知されることが重要だと思う。今回の活動、のこぎり屋根の魅力を、一宮市民に知っても

らうこと。のこぎり屋根が一宮市民にとってどれだけのインパクトがあるのかが疑問。しっかり計画

を練って、途中で終わってしまわないようにしてほしい。

　皆さんの意見をまとめると、

　「展示の計画は、のこぎり屋根工場の意義と将来の展望を形にまとめることから始まる」

ということだと思います。ぼくは７月下旬にノースライトギャラリーを訪問する予定です。そのとき

マークさんにこちらの考えを明快に、力強く伝えるために、作文、議論、研究を繰り返し、一宮にお

けるのこぎり屋根の意義と展望を見せられる形にまとめたいと思います。

　第六回のこ座では、北イングランドの工業地帯でも出版された『遺産としての工場散策マップ』や

桐生市ののこぎり屋根がプロットされた観光マップ等を参考にしながら、一宮のこぎり屋根構想図を

作成するための議論をしたいと思います。この地図には現状を示すだけではなく、将来の構想を盛り

込み、のこぎり屋根工場の意義と今後の展望を表現します。ノースライトギャラリーでの展示への第

一歩として、また一宮のこぎり屋根の今後の指針草案として活用できる有意義なものを目指します。

参加者の方には当日までにお気に入りの工場を各自いくつかピックアップしてきてもらい、当日皆で

地図に落とし込みながら話し合いを進めたいと思います。ご協力お願いします。

　今回のような国境を越えた大きな展示計画は、途中で挫折してしまうのではないかという声もあり

ます。しかし、のこぎり屋根がここに残っている限り、計画が終わることはありません。

平松毛織株式会社取締役　平松久典
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［添付資料］吉田敬子さんより
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